
  
平成２０年度建設副産物実態調査結果について 

平成２２年３月３１日 

国土交通省総合政策局 

 

 平成２０年度に全国の建設工事から排出された建設副産物注１）について、排出量及び再資源化

等の状況の調査結果をとりまとめましたので公表致します。 

 

調査結果の概要 

 

１．排出量の動向 

 平成２０年度の建設廃棄物の排出量は約６，３８０万トン、建設発生土の排出量は約１億４，

０６３万㎥となりました。前回調査（平成１７年度）に比して、建設廃棄物で約１７％減、建設

発生土で約２８％減となりました。 

 

２．再資源化率等の状況 

・建設汚泥が大幅な増となり、一方、アスファルト・コンクリート塊、コンクリート塊、建

設発生木材注２）は１％程度の減となりました。その結果、建設廃棄物の再資源化等率注３）は

増となりました。 

・利用土砂の建設発生土利用率注４）については減となりました。 

 

３．「建設リサイクル推進計画２００８」の目標達成状況 

 アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材（再資源化率）及び建設汚泥（再資源化等

率）については平成２４年度目標を、建設廃棄物（再資源化等率）については平成２２年度

中間目標を達成しております。 

 

注１）建設副産物：建設工事に伴って副次的に得られる物品であり、建設廃棄物(コンクリート塊、建設発生木材など)及び建設発生

土(建設工事の際に搬出される土砂)の総称。 

注２）建設発生木材については、伐木材、除根材等を含む数値である。 

注３）再資源化等率：建設廃棄物として排出された量に対する、再資源化及び縮減された量と工事間利用された量の合計の割合。 

なお、再資源化等とは、再資源化及び縮減のこと。 

注４）利用土砂の建設発生土利用率：土砂利用量（搬入土砂利用量＋現場内利用量）のうち土質改良を含む建設発生土利用量の割合。 

注５）再資源化率：建設廃棄物として排出された量に対する、再資源化された量と工事間利用された量の合計の割合。 
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平成17年度 平成20年度 増減

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊の再資源化率
注５) 98.6% 98.4% -0.2%

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊の再資源化率 98.1% 97.3% -0.8%

建設発生木材の再資源化率 68.2% 80.3% 12.1%

建設発生木材の再資源化等率 90.7% 89.4% -1.3%

建設汚泥の再資源化率 47.9% 69.8% 21.9%

建設汚泥の再資源化等率 74.5% 85.1% 10.6%

建設混合廃棄物の排出量 293 万トン 267 万トン -26 万トン

 建設廃棄物の再資源化等率 92.2% 93.7% 1.5%

 利用土砂の建設発生土利用率 80.1% 78.6% -1.5%

中間目標値
平成20年度

結果との比較
目標値

平成20年度

結果との比較

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊の再資源化率 98.4% 98% 以上 達成 98% 以上 達成

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊の再資源化率 97.3% 98% 以上 98% 以上

建設発生木材の再資源化率 80.3% 75% 達成 77% 達成

建設発生木材の再資源化等率 89.4% 95% 95%以上

建設汚泥の再資源化等率 85.1% 80% 達成 82% 達成

建設混合廃棄物の排出量削減（H17比） 9% 削減 25% 削減 30%削減

建設廃棄物の再資源化等率 93.7% 93% 達成 94%
利用土砂の建設発生土利用率 78.6% 85% 87%

平成22年度 平成24年度
平成20年度

調査結果


